
今
年
も
、
町
に
お
住
い
、
通
学
、
通
勤
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ま
か
ら
、
詩
・
短
歌
・
俳

句
を
募
集
し
ま
す
。
感
じ
る
こ
と
や
、
見
た

も
の
を
言
葉
で
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

○
募
集
内
容 

 

詩
、
短
歌
、
俳
句
の
い
ず
れ
か
一
人
１
点

で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。 

 

○
募
集
期
間 

令
和
七
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で 

 

〇
応
募
方
法 

「
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
」、
図
書
館
に 

応
募
用
の
箱
を
置
き
ま
す
の
で
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
教
育
委
員
会
へ
郵

送
、
メ
ー
ル
、
も
し
く
は
直
接
、
お
届
け

く
だ
さ
い
。 

小
・
中
学
生
の
方
は
、
学
校
へ
提
出
し
て 

く
だ
さ
い
。 

 

○
作
品
発
表 

全
応
募
作
品
を
「
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
」

と
「
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
」
に
展
示
し
ま

す
。 《

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
》 

令
和
七
年 

二
月
十
一
日
（
火
祝
） 

～
三
月
二
日
（
日
） 

 

《
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
》 

令
和
七
年 

三
月
二
十
三
日
（
日
） 

～
五
月
四
日
（
日
） 

 

※
開
館
時
間
や
休
館
日
は
各
施
設
の
利
用
規
則

の
通
り
で
す
。 

○
賞
な
ど 

 

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、「
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
」
に
展

示
中
（
作
者
名
は
非
公
開
）
、
審
査
員
と
一
般

の
鑑
賞
者
に
、
好
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
作
品

に
投
票
し
て
い
た
だ
き
、
総
合
得
点
数
が
高

か
っ
た
上
位
二
十
名
の
方
に
は
入
賞
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

 

《
審
査
員
と
一
般
鑑
賞
の
投
票
点
数
》 

池
田
町
短
歌
同
好
会
と
池
田
俳
句
会 

…

１
作
品
十
点 

町
長
と
教
育
長 

…

１
作
品
三
点 
 

 
 

 
 

 

一
般
鑑
賞
者 

 
…

１
作
品
一
点  

 
 

 
 

 
 

 

〇
そ
の
他
お
願
い 

応
募
と
同
時
に
、
作
者
か
ら
は
次
の
許

諾
を
得
た
も
の
と
い
た
し
ま
す
。 

①
作
品
の
著
作
権
は
、
印
刷
物
や
そ
の

他
の
発
表
に
お
い
て
使
用
が
で
き
る
。 

②
作
者
名
は
浅
原
六
朗
文
学
記
念
館
で

の
展
示
、
記
録
文
集
に
は
、
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

な
お
応
募
者
の
ご
連
絡
先
等
、
個
人
情

報
は
こ
の
事
業
の
み
で
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
応
募
用
紙
、
作
品
展
示
物
の

お
返
し
、
お
渡
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 

○
問
合
せ
先
な
ど 

 

池
田
町
教
育
委
員
会 

〒
３
９
９-

８
６
０
１ 

池
田
３
２
０
３
の
５ 

℡
０
２
６
１
（６
１
）１
４
３
０ 

メ
ー
ル 

bunkazai@
to

w
n.ikeda.nagano

.jp
 

参
加
者
募
集
・
令
和
六
年
度 

子
ど
も
・
大
人
が
つ
く
る 

詩
・
短
歌
・
俳
句 

主 

催 

浅
原
六
朗
文
学
記
念
館 

池
田
町
教
育
委
員
会 

 

協 

力 

池
田
町
短
歌
同
好
会 

池
田
町
俳
句
会 

 

 


